
（
ｌ
真
２
）

京
都
大
学
病
理
学
教
室
初
代
教
授
藤
浪
鑑
（
以
下
単
に
藤
浪
と
呼
ぶ
）
が
医
史
学
研
究
史
上
に
果
た
し
た
啓
蒙
活
動
に
つ
い
て
は
、
既
に
諸
氏

（
３
）

に
よ
り
紹
介
さ
れ
、
筆
者
も
ま
た
報
告
し
て
き
た
。

し
か
し
日
本
病
理
学
の
確
立
期
に
あ
っ
て
、
果
た
し
た
藤
浪
の
病
理
学
的
業
績
、
特
に
家
鶏
肉
腫
の
実
験
的
研
究
に
つ
い
て
の
医
史
学
的

（
４
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）

考
察
は
、
か
つ
て
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
今
回
、
第
五
四
回
日
本
癌
学
会
総
会
に
於
て
「
が
ん
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
源
流
」
と
題
す
る
教
育

講
演
が
行
わ
れ
た
。
筆
者
も
演
者
の
一
人
と
し
て
、
藤
浪
の
家
鶏
肉
腫
研
究
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
思
え
ば
藤
浪
在
世
中
は
癌
ウ
イ
ル
ス
説

（
８
）
（
９
）
（
皿
）
（
Ⅱ
）

は
ま
だ
学
会
の
認
め
る
所
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
日
藤
浪
ウ
イ
ル
ス
・
遺
伝
子
は
衆
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
藤
浪
の
業
績
を
改

め
て
検
証
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
人
格
の
一
端
に
触
れ
る
。

（
吃
）
（
過
）

明
治
三
年
二
月
二
九
日
、
名
古
屋
市
久
屋
町
一
五
九
番
戸
（
現
在
、
名
古
屋
市
の
テ
レ
ビ
塔
の
近
く
）
で
生
ま
れ
た
。
祖
父
萬
徳
、
父
萬
得

（
Ｍ
）

と
も
に
尾
張
藩
医
で
あ
り
、
華
岡
流
外
科
を
学
び
か
つ
頼
山
陽
に
つ
き
漢
学
を
学
ぶ
と
い
う
厳
格
な
中
に
も
文
化
的
教
養
の
深
い
家
庭
に
育

（
鴫
）

っ
た
。
幼
に
し
て
漢
学
に
親
し
み
少
年
時
代
、
毎
日
一
詩
宛
漢
詩
を
作
る
事
を
日
課
と
し
た
。
文
才
豊
か
で
後
年
大
町
桂
月
を
し
て
、
文
は

出
自
・
環
境

藤
浪
鑑
の
医
史
学
的
検
証

附
、
藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
・
遺
伝
子
の
研
究

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
三
巻
第
一
号
平
成
八
年
四
月
二
日
受
付

平
成
九
年
三
月
二
十
日
発
行
平
成
八
年
十
二
月
六
日
受
理

杉
立
義
一

； （3）



ル
ド
ル
フ
・
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
（
一
八
二
一
～
一
九
○
二
）
に
は
山
極
勝
三
郎
が
明
治
二
五
年
～
二
七
年
の
間
、
師
事
し
て
い
た
。
藤
浪
は
日

本
人
最
後
の
門
弟
で
あ
り
、
当
然
そ
の
著
書
「
細
胞
病
理
学
」
二
八
五
八
年
）
か
ら
も
強
い
影
響
を
う
け
た
。
大
正
一
○
年
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
生

誕
一
○
○
年
祭
に
際
し
て
、
藤
浪
は
講
演
、
論
説
「
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
と
社
会
医
学
」
、
ま
た
詳
細
な
る
「
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
先
生
の
事
蹟
一
覧
表
」

五
洋
子
（
藤
浪
の
号
）
に
如
か
ず
と
嘆
賞
さ
せ
た
。

（
脇
）

一
七
歳
で
東
京
に
遊
学
し
た
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
土
肥
慶
蔵
の
父
淳
朴
と
萬
得
と
の
親
交
に
よ
り
、
そ
の
奨
め
に
よ
っ
た
。
東
京
医
学

（
脂
）
（
Ⅳ
）

校
予
備
校
に
入
っ
た
。
ス
イ
ス
人
牧
師
ス
ピ
ン
ネ
ル
博
士
邸
に
二
年
間
起
居
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
影
響
を
う
け
た
。
そ
こ
で
半
井
朴

（
京
都
医
学
校
第
二
代
校
長
半
井
澄
の
長
男
、
後
の
東
山
病
院
長
）
と
知
り
合
い
、
生
涯
、
影
の
形
に
沿
う
如
き
交
際
を
つ
づ
け
た
。

（
肥
）

明
治
二
八
年
一
二
月
、
東
京
大
学
を
卒
業
し
、
病
理
学
教
室
（
山
極
勝
三
郎
教
授
）
に
入
室
し
た
。

明
治
三
三
年
（
一
九
○
○
）
一
二
月
、
帰
国
と
同
時
に
京
都
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
（
三
○
歳
時
）
、
病
理
学
教
室
の
創
設
に
あ
た
っ
た
。
当

時
日
本
の
医
学
界
で
病
理
学
者
と
認
め
ら
れ
る
学
者
は
数
名
に
す
ぎ
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

（
四
）

開
設
当
初
の
京
大
病
理
学
教
室
は
粗
末
な
木
造
で
三
○
坪
ば
か
り
の
仮
教
室
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
助
手
の
今
裕
（
後
の
北
大
教
授
・
総

長
）
、
翌
年
に
林
直
助
（
後
の
愛
知
医
大
教
授
）
が
入
り
、
他
に
は
用
務
員
三
名
だ
け
で
あ
っ
た
。
三
年
後
に
は
教
室
建
物
が
完
成
し
内
容
も
整

備
さ
れ
て
き
た
。
病
理
学
教
室
に
今
も
保
存
さ
れ
て
い
る
剖
検
記
録
第
一
号
は
、
明
治
三
四
年
二
九
○
二
一
月
六
日
に
藤
浪
が
執
刀
し
た

誕
一
○
○
年
棒

を
作
成
し
た
。

ル
リ
ン
大
学
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
、
ス
ー

理
学
及
び
病
理
解
剖
学
を
学
ん
だ
。

翌
明
治
二
九
年
七
月
、
帰
国
後
新
設
さ
れ
る
京
都
大
学
医
科
大
学
病
理
学
教
室
の
教
授
就
任
予
定
の
も
と
に
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
ベ

リ
ン
大
学
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
大
学
レ
ク
リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
チ
ー
グ
レ
ル
の
諸
教
授
に
つ
き
、
病

ド
イ
ツ
留
学
と
病
理
学
教
室
の
創
設

1（4）



藤
浪
が
昭
和
五
年
一
二
月
、
満
六
○
歳
で
退
官
す
る
ま
で
の
三
○
年
間
の
研
究
業
績
は
多
方
面
に
わ
た
る
。

筆
者
が
平
成
七
年
九
月
の
時
点
で
確
認
し
得
た
論
文
は
八
四
篇
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
は
天
野
重
安
が
藤
浪
没
直
後
の
昭
和
一
○
年
に
嗣
子

（
鋤
）

藤
浪
修
一
か
ら
提
供
を
受
け
て
整
理
し
た
論
文
数
一
○
八
篇
よ
り
や
や
少
い
。
い
ま
こ
れ
を
一
般
病
理
学
研
究
、
日
本
住
血
吸
虫
関
連
、
腫

瘍
関
連
、
医
事
論
説
・
旅
行
記
に
大
別
し
た
。
さ
ら
に
年
代
を
五
年
毎
に
区
切
っ
て
論
文
の
頻
度
を
示
す
と
表
１
の
如
く
な
る
。

腎
炎
で
死
亡
し
た
二
六
歳
男
性
の
記
録
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
家
鶏
肉
腫
の
移
植
実
験
と
共
に
、
藤
浪
の
二
大
業
績
の
一
で
あ
る
。
明
治
三
六
年
以
来
、
広
島
県
深
安
郡
片
山
地
方
に
江
戸

時
代
か
ら
あ
っ
た
風
土
病
（
俗
に
片
山
病
）
の
研
究
に
着
手
し
、
毎
年
現
地
調
査
を
く
り
返
し
た
。
一
五
年
間
で
疫
学
、
治
療
、
予
防
対
策
ま

で
講
じ
て
ほ
ぼ
そ
の
撲
滅
に
成
功
し
て
、
大
正
七
年
帝
国
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
。
現
地
の
人
々
は
そ
の
功
に
報
い
る
た
め
大
正
一
五
年
、

（
湖
）

藤
浪
先
生
功
徳
碑
を
建
立
し
た
。
広
島
県
福
山
市
御
幸
町
大
字
中
津
原
に
現
存
し
て
い
る
。
片
山
病
研
究
は
短
期
間
に
成
功
を
収
め
た
風
土

病
研
究
例
で
あ
る
。

Ｈ
｜
般
病
理
学
研
究

奉
天
に
お
け
る
ペ
ス
ト
調
査
（
明
進

動
脈
硬
化
、
脚
気
の
研
究
等
多
方
面
、

（
恥
“
）

ロ
日
本
住
血
吸
虫
症
（
片
山
病
）

ら
れ
て
い
る
、

国
医
学
論
説

全
期
間
に
わ
た
る
。

業
績

医
学
論
説

般
病
理
学
研
究

（
別
）

特
に
地
理
病
理
学
、
歴
史
病
理
学
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
『
藤
浪
鑑
撰
集
』
に
は
次
の
一
四
篇
の
エ
ッ
セ
イ
が
収
め

（
別
）

（
明
治
四
四
年
四
月
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
寄
生
虫
調
査
（
昭
和
二
年
）
、
台
湾
寄
生
虫
調
査
（
大
正
一
五
年
）
、
肝
硬
変
、

“
面
、
全
期
間
に
わ
た
る
。
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留
学
中
か
ら
停
年
退
官
後
ま
で
の
全
期
間
に
わ
た
り
腫
瘍
関
連
論
文
は
最
も
多
く
三
五
篇
を
数
え
る
。
特
に
家
鶏
肉
腫
の
移
植
実
験
は
藤

浪
の
最
も
力
を
そ
そ
い
だ
研
究
で
あ
る
。
年
代
に
よ
り
次
の
四
群
に
分
け
て
そ
の
跡
を
検
証
す
る
（
表
２
～
５
）
。

留
学
中
に
既
に
六
篇
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
半
数
は
腫
瘍
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
（
⑩
ｌ
③
）
。

帰
国
当
時
、
日
本
で
は
ラ
ッ
ト
、
マ
ウ
ス
は
ま
だ
入
手
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
古
来
日
本
人
に
馴
染
が
深
く
入
手
し
易
い
家
鶏
に
着
眼

某
生
に
与
へ
て
医
史
学
を
論
ず
る
の
書
（
大
正
四
年
）

伯
林
二
度
目
の
赤
毛
布
二
日
物
語
（
大
正
三
年
）

性
慾
論
（
大
正
六
年
）

巨
椋
池
畔
の
造
遙
（
大
正
七
年
）

学
術
と
国
民
と
国
語

病
理
学
に
於
け
る
局
所
観
、
関
係
観
、
全
身
観
（
大
正
八
年
）

ル
ド
ル
フ
・
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
と
社
会
医
学
（
大
正
一
○
年
）

ル
ド
ル
フ
・
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
先
生
の
事
蹟
一
覧
表
（
大
正
一
○
年
）

我
国
に
於
け
る
脚
気
病
研
究
の
沿
革
（
大
正
一
四
年
）

南
米
医
学
旅
行
（
昭
和
二
年
）

日
本
住
血
吸
虫
病
の
撲
滅
（
昭
和
五
年
）

科
学
者
と
し
て
の
ゲ
ー
テ
（
昭
和
七
年
）

疾
病
と
地
理
（
昭
和
八
年
）

人
生
と
疾
病
（
昭
和
八
年
）

凹
家
鶏
肉
腫
の
実
験
的
研
究

表1藤浪鑑医学論文年別頻度

区分 一般

病理学

日本住

血吸患

論説

旅行記
腫瘍 合計

～~
ドイツ留学

帰朝
1896～'00 ７

Ｊ U ３ ６(）

病理学教室

片 山 病 研 究
1901～'05 2 ２ 1

二
ｍ(I

家鶏肉腫

移植実験
1906～'10 1 4 ２ 136

1911～'151癌研､学術賞 ２ 111613112

学士院賞

（片山病）
1916～'20 ］ 3 ５ 5 14

'251教室焼失’31921~ ２ ７ 3115

宿題報告

(家鶏肉腫）
1926～'30 6~〕

ム 6 12(） 4

'341退官・逝去｜］
計｜］5

1931~ ３
５３

０
２１

７
４８

３
２２合
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し
て
、
明
治
三
八
年
（
一
九
○
五
）
よ
り
京
都
の
養
鶏
業
者
に
依
頼
し
て
病
鶏
を
持
参
さ
せ
て
、
鶏
腫
瘍
の
比
較
病
理
学
的
研
究
を
行
っ
た
（
⑤

ｌ
⑧
）
。
同
時
に
腫
瘍
組
織
を
摘
出
し
細
片
と
し
て
移
植
実
験
を
た
ゆ
ま
ず
行
っ
て
い
た
が
、
明
治
四
一
年
ま
で
は
失
敗
に
終
っ
て
い
た
。

川
か
ら
側
ま
で
は
移
植
実
験
の
中
核
を
な
す
論
文
で
あ
る
。
明
治
四
二
年
（
一
九
○
九
）
に
入
手
し
た
鶏
の
粘
液
肉
腫
を
無
菌
的
に
摘
出
し

て
、
細
か
く
切
り
砕
い
た
小
片
を
健
全
な
鶏
に
移
植
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
明
治
四
三
年
四
月
、
第
三
回
日
本
医
学
会
病
理
学
部
会
で
報

告
し
た
。
そ
の
論
文
川
は
京
都
医
学
会
雑
誌
に
掲
載
し
た
。
そ
れ
以
後
、
「
移
植
シ
得
可
キ
鶏
ノ
腫
瘍
二
就
テ
」
と
題
し
て
大
正
七
年
ま
で
毎

年
実
験
成
績
⑪
～
⑱
を
報
告
し
た
。
次
々
に
継
代
し
ま
た
移
植
材
料
に
種
々
の
条
件
を
附
加
し
て
移
植
実
験
を
行
い
、
か
つ
病
理
学
的
検
討

を
行
っ
て
腫
瘍
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
協
同
研
究
者
は
前
半
は
稲
本
亀
五
郎
（
後
の
京
城
大
学
教
授
）
、
後
半
は
加
藤
竹
男
（
後
の
熊
本
医

專
教
授
）
で
あ
っ
た
。

⑰
第
三
回
報
告
に
つ
い
て
、
藤
浪
は
癌
移
植
実
験
動
物
と
し
て
家
鶏
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
世
界
的
に
見
て
も
自
分
達
だ
け
で
あ
る
と

（
泌
）

信
じ
て
い
た
。
し
か
る
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
の
思
胃
○
国
内
○
口
の
が
一
九
一
○
年
に
発
表
し
た
論
文
を
読
み
、
詞
○
易
が
同
じ
く
鶏
を

用
い
て
移
植
に
成
功
し
た
こ
と
を
知
り
ひ
ど
く
驚
い
た
と
第
三
回
の
報
告
の
中
で
記
し
て
い
る
。
し
か
し
藤
浪
は
”
○
巨
⑳
と
は
全
く
無
関
係

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
屍
○
房
は
一
九
二
年
に
鶏
肉
腫
の
無
細
胞
濾
過
液
Ｒ
晨
儲
①
①
国
胃
罠
①
を
用
い
て
肉
腫
を
発
生

さ
せ
た
。
藤
浪
も
こ
の
第
三
回
報
告
の
末
尾
に
濾
過
液
を
用
い
て
移
植
実
験
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
簡
単
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
成

さ
せ
た
。
藤
浪
も
こ
の
第
三
回
扣

績
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

⑭
独
文
報
告
（
大
正
三
年
、
一
九
一
四
）
そ
れ
ま
で
の
実
験
成
績
を
帰
嚴
９
段
風
胃
穴
旦
陞
○
耐
の
言
侭
に
報
告
し
た
。
外
国
文
に
よ
る

毎
ｊ

藤
浪
肉
腫
の
移
植
報
告
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
従
っ
て
藤
浪
肉
腫
の
発
見
は
一
九
一
四
年
で
あ
る
と
の
説
が
現
在
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。

た
C

⑬
第
四
回
報
告
（
大
正
二
年
、
一
九
一
三
）
実
験
方
法
と
し
て
、
腫
瘍
組
織
磨
滅
片
の
移
植
、
濾
過
紙
、
ラ
ィ
ヘ
ル
ト
濾
過
器
、
シ
ャ
ン
ベ

（
”
）

ラ
ン
濾
過
器
を
用
い
た
濾
過
液
の
注
射
に
よ
る
移
植
実
験
は
い
ず
れ
も
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
年
、
癌
研
究
会
か
ら
第
一
回
学
術
賞
を
う
け

（7）



表2腫瘍関連論文（｜）

CasuistischeMitt.UbereinenprimarenRektumkrebsmitspontaner

FrakturdeslinkenOberschenkelknochens.VirchowsArchivBd.147.

左大腿骨ノ自然骨折ヲ伴ヘル原発性直腸癌ノ原因的研究．ウイルヒヨウ

宝画147号

RhabdomyosarkommithyalinerDegeneration(Zylindrom)imwill-

kUrlichenMuSkel・EbendaBd.160

随意筋肉二於ケル硝子様変性ヲ伴ヘル横紋筋性肉腫同書160号

VerhaltenquergestreiftenMuskelsanderGrenzeb6sartigerGes-

chwulste.EbendaBd.161

悪性腫瘍辺縁部二於ケル横紋筋ノ態度．同書161号

癌腫ノ病理（癌腫組織ノ増殖)．東京医学会雑誌19巻12号．

癌ノ比較病理解剖学的研究ノ補遺，鶏二於ケル実験．三浦守治先生就職

二十年祝賀論文集

癌腫研究卜比較病理学．癌2巻

鶏ノ癌様新生物二就テ．癌2巻

鶏ノ肉腫状新生物二就キテ．癌3巻

1_1897

2．1900

3．1900

５
６
０
０
９
９
１
１

●
■

４
５

。
●
』

６
７
８

８
８
９

０
０
０

９
９
９

１
１
１

表3腫瘍関連論文（2 ）

移植シ得ベキ鶏腫瘍（抄録)．癌4巻

腫瘍ノ移植試験(鶏二於ケル新シキ実験)．藤浪鑑稲本亀五郎京都医

学雑誌7巻

移植シ得可キ鶏ノ腫瘍二就テ（第二報告)．藤浪鑑稲本亀五郎癌5巻

日本病理学会誌1巻

同上（第三報告)．藤浪鑑稲本亀五郎癌6巻日病2巻

同上（第四報告)．藤浪鑑稲本亀五郎癌7巻日病3巻

UeberGeschwiilstebeijapanischenHaushiihnel･n.insbesondereiiber

einentransplantablenTumor.(Mit9Textfiguren.).Zschr.f.Krebsfors-

ch.14,94,

同上（第五報告)．藤浪鑑加藤竹男癌9巻日病5巻

同上（第六報告)．藤浪鑑加藤竹男癌10巻日病6巻

同上（第七報告)．藤浪鑑加藤竹男癌11巻日病7巻

同上（第八報告)．藤浪鑑加藤竹男癌12巻日病8巻

０
０
１
１
９
９
１
１

■
。
、
■
Ｉ
〃

９
Ⅱ

11.191]

◆
■
■

２
３
４

１
１
１

２
３
４

１
１
１

９
９
９

１
１
１

●
●
●
●

５
６
７
８

１
１
１
１

５
６
７
８

１
１
１
１

９
９
９
９

１
１
１
１
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述
…

○

（
鮒
）

⑮
第
五
回
報
告
（
大
正
四
年
、
一
九
一
五
）
、
山
極
勝
三
郎
は
家
兎
の
耳
殻
に
長
期
間
タ
ー
ル
を
塗
布
す
る
こ
と
に
よ
り
人
工
的
に
上
皮
癌
を

発
生
さ
す
実
験
に
成
功
し
て
、
「
癌
」
誌
上
に
発
表
し
た
。
こ
れ
は
癌
の
人
工
的
発
生
実
験
の
噴
矢
で
あ
る
。
こ
の
中
で
山
極
は
「
癌
腫
ノ
発

生
ス
ル
ャ
特
殊
病
原
体
ノ
存
在
ヲ
要
セ
ズ
、
只
長
期
間
同
一
刺
戟
ノ
反
復
持
続
シ
テ
上
皮
二
作
用
ス
ル
事
一
一
依
り
先
ヅ
局
所
上
皮
二
違
型
的

増
生
ヲ
惹
起
シ
上
皮
ハ
更
二
進
ン
デ
悪
性
化
シ
遂
二
癌
腫
ヲ
発
生
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。

藤
浪
は
第
五
回
報
告
の
中
で
、
無
細
胞
濾
過
液
に
よ
っ
て
も
移
植
が
成
功
す
る
こ
と
か
ら
、
「
発
生
原
因
は
一
種
の
可
濾
過
性
微
生
物
な
る

べ
し
と
は
多
く
の
人
が
想
像
し
ま
た
今
日
最
も
通
り
の
好
き
説
な
る
が
如
し
と
い
え
ど
も
、
な
お
確
認
を
欠
く
し
濾
過
液
に
つ
い
て
も
幾
多

（
鋤
）
（
抑
）

の
疑
問
（
濾
過
液
中
に
癌
細
胞
が
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
）
が
残
っ
て
い
る
か
ら
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い

こ
こ
で
藤
浪
と
崩
○
尻
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
る
。
詞
○
房
は
藤
浪
よ
り
八
歳
若
く
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
に
あ
っ
て
腫
瘍
移
植
の
実

験
を
行
っ
て
い
た
。
一
九
一
○
年
か
ら
一
四
年
ま
で
の
問
だ
け
で
、
腫
瘍
関
連
論
文
三
○
数
篇
を
］
向
曽
．
巨
凰
・
や
］
．
シ
、
冨
少
に
発
表
し

た
。
前
述
の
よ
う
に
一
九
一
○
年
に
は
家
鶏
肉
腫
細
滅
片
の
移
植
を
報
告
し
、
一
九
二
年
初
め
に
は
、
濾
過
液
に
よ
る
移
植
成
功
を
発
表

し
た
。
即
ち
肉
腫
組
織
に
よ
る
移
植
実
験
の
成
功
は
、
藤
浪
も
両
○
易
も
発
表
の
前
年
一
九
○
九
年
の
同
年
で
あ
る
が
、
濾
過
液
に
よ
る
移
植

成
功
は
詞
○
房
が
一
年
ば
か
り
先
鞭
を
つ
け
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
ウ
ス
肉
腫
か
ら
は
後
年
、
ウ
イ
ル
ス
及
び
そ
の
遺
伝
子
が
発
見
さ

れ
て
癌
研
究
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
。
両
○
巨
の
の
学
説
も
初
め
は
反
対
論
も
多
か
っ
た
が
、
一
九
六
六
年
に
至
り
詞
○
宮
の
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
輝

い
た
。
詞
○
扇
も
藤
浪
の
論
文
を
自
分
の
論
文
に
引
用
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
論
文
の
中
で
、
一
九
一
二
年
に
、
腫
瘍
組
織
を
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
送
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
後

る
○

（
四
畳
）

藤
浪
鑑
と
勺
①
茸
○
自
国
匡
伽

（9）９



（
Ⅳ
）

こ
の
写
真
は
大
正
一
二
年
、
六
人
の
著
名
病
理
学
者
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
か
ら
招
待
色
四
目
口
巨
①
ｇ
ｏ
巴
冒
の
四
○
口
）
さ
れ
て
研
究
所
を

訪
れ
た
時
の
写
真
で
あ
る
（
写
真
１
）
・
前
列
左
か
ら
、
秦
佐
八
郎
、
野
口
英
世
（
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
員
）
、
高
木
喜
寛
、
四
ョ
８
国
①
×
ロ
閏

三
浦
勤
之
助
、
雨
具
吊
○
呂
、
宮
入
慶
之
助
、
藤
浪
鑑
、
長
与
又
郎
、
後
列
右
か
ら
四
人
目
思
旨
８
両
○
房
の
諸
氏
で
あ
る
。

溌
口

こ
の
論
文
の
中
で
藤
浪
は
、
「
腫
瘍
起
源
」
《
《
牙
①
弓
昌
己
日
○
吋
侭
冒
・
・
な
る
概
念
を
強
調
し
て
い
る
。
多
く
の
人
達
の
研
究
に
よ
り
腫
瘍
発

生
の
原
因
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
一
、
生
活
細
胞
を
全
く
破
壊
し
た
は
ず
の
腫
瘍
組
織
に
よ
り
、
二
、
無
細
胞
性
の
濾
過
液
の

注
射
に
よ
り
、
三
、
あ
る
種
の
化
学
物
質
の
刺
戟
に
よ
り
、
四
、
そ
の
他
不
明
の
原
因
に
よ
っ
て
腫
瘍
が
発
生
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

し
か
し
何
れ
の
説
も
不
備
な
点
が
あ
り
、
一
説
を
も
っ
て
す
べ
て
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
要
因
を
総
称
し
て
「
腫

(10) 10



表4腫瘍関連論文（3）

疾病ノ素因、殊二腫瘍素因二就テ．日新医学2巻8号

比較腫瘍学一班及腫瘍ノ実験的研究，殊二移植試験．就中我国ニテ発見

セラレタル可移植性動物腫瘍二就テ．日新医学5巻，2号

我国に於ける腫瘍の研究．殊に腫瘍増殖の病理に就て．第五回日本医学

会誌

神経切断ガ移植腫瘍増殖二及ボス影響．未安吉雄藤浪鑑日病11巻

癌15号

悪|生腫瘍ノ地理的研究(鈴木信義氏ノ近江国二於ケル調査二篠ル)．日病

11巻癌15号

｢腫瘍移植ノ組織的態度」中ノー節（異種移植二関スルコトニ就テ）（抄

録)．藤浪鑑杉山繁輝日病12巻癌16号

悪性腫瘍研究ノ現況（上、下)．京都医事衛生誌340号341号

炎症ト腫瘍．南満医学会誌11巻

性質ヲ異ニスル病態増殖組織相互間ノ関係(骨組織再生卜移植腫瘍)．癌

18巻日病14号

腫瘍ノ続発性増殖二関スル病理ノ補遺(家鶏肉腫二於ケル実験)．藤浪鑑

鈴江懐癌19巻日病15号

腫瘍ノ増殖二関スル病理補遺．日病18号

３
６
１
１
９
９
１
１

。
●

９
０
１
２

21.1918

22.1921

23.1921

24.1922

■
●
■

５
６
７

２
２
２

２
３
４

２
２
２

９
９
９

１
１
１

28.1925

29.1928

表5腫瘍関連論文（4）

ContributiontothePathologyofHeterotransplantationofTumor:

ADuckSarcomafromChickenSarcoma.

腫瘍の異種移植に関する知見補遺．家鶏肉腫から出来た家鴨肉腫．藤浪

鑑波多野輔久日病19巻

我国に於ける悪性腫瘍の地理病理学補遺（小山、梶川氏、香川県及奈良

県悪性腫瘍の地理的統計調査)．日病19巻

家鶏肉腫ノ病理．癌24巻日病20巻（日本病理学会宿題報告）

腫瘍特に癌腫の病理．岩波書店岩波講座生物学

ExperimentalContributionconcerningTransplantableChickenSar-

coma(ExperimentswithCharcoalPiecesandCocoons).

可移植性家鶏肉腫に関する実験補遺（木炭片及び繭を用ゐて行へる実

験)．藤浪鑑園田太郎日病22巻

30.1929

31．1929

●
■
●

２
３
４

３
３
３

０
１
２

３
３
３

９
９
９

１
１
１
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浪
が
初
め
て
唱
導
し
た
。

各
地
の
風
土
病
、
寄
生

卿
、
例
定
年
退
官
後
も
病
理
学
教
室
に
毎
日
通
い
、
清
野
謙
次
教
授
に
よ
っ
て
附
け
ら
れ
た
二
人
の
助
手
と
半
井
朴
講
師
を
相
手
に
、
さ

ら
に
楳
夫
人
の
協
力
を
得
て
、
最
後
ま
で
腫
瘍
移
植
実
験
を
つ
づ
け
た
。

藤
浪
の
家
鶏
肉
腫
移
植
実
験
は
こ
こ
で
終
っ
た
。
残
念
な
が
ら
藤
浪
没
後
、
そ
の
実
験
を
直
接
継
承
す
る
人
は
、
京
都
大
学
病
理
学
教
室

こ
の
報
告
の
末
尾
で
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

「
私
は
今
日
ま
で
腫
瘍
の
研
究
に
着
手
し
て
以
来
、
腫
瘍
起
源
に
つ
い
て
は
そ
の
確
た
る
も
の
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
み
だ
り
に
想
像
に

よ
る
主
張
を
た
て
る
の
は
不
可
と
す
る
考
え
で
今
日
ま
で
き
た
。
し
か
も
な
お
、
そ
の
終
極
ま
で
到
着
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
今
日
の
有

様
で
あ
る
。
私
は
私
の
初
め
か
ら
と
っ
て
き
た
白
紙
主
義
を
い
ま
し
ば
ら
く
堪
忍
し
て
こ
の
ま
ま
進
ん
で
行
き
た
い
。
進
ん
で
行
き
さ
え
す

れ
ば
、
い
つ
か
は
確
実
な
も
の
を
確
実
に
握
り
う
る
時
が
必
ず
く
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
べ
て
い
る
。
筆
者
按
ず
る
に
、
藤
浪
は
当
然
、
濾
過

性
微
小
体
に
よ
り
癌
発
生
を
お
こ
す
こ
と
は
、
充
分
確
信
し
て
い
た
も
の
と
思
う
。
然
し
慎
重
す
ぎ
る
性
格
と
学
界
周
囲
へ
の
配
慮
か
ら
こ

瘍
起
源
」
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

漸
く
昭
和
三
一
年
に
室

こ
れ
と
は
別
に
、
藤
浪
（

㈲
地
理
病
理
学
研
究

に
は
い
な
か
っ
た
。

の
よ
う
に
表
現
し
た
も
の
と
愚
考
す
る
。

ｊ
■
ｆ
ｌ
１
■
■
・
■
■
Ｏ
ｇ
４
由
宇
■
。
Ⅱ
■
■
ｊ
Ｊ
ｌ
Ｉ
０
■

地
理
病
理
学
と
は
疾
病
の
地
理
的
変
化
を
追
及
す
る
も
の
で
、

各
地
の
風
土
病
、
寄
生
虫
病
、
伝
染
病
ま
た
癌
腫
の
地
理
的
統
計
的
研
究
も
何
篇
か
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
藤
浪
は
万
国
地
理
病
理
学
会
の
国
際
議
員
と
な
っ
て
い
る
。
藤
浪
没
後
、
天
野
重
安
が
議
員
と
し
て
出
席
し
た
。

年
に
至
り
天
野
重
安
ら
の
尽
力
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
が
設
立
さ
れ
て
藤
浪
の
遺
志
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

藤
浪
の
業
績
は
思
わ
ぬ
方
面
か
ら
再
認
識
さ
れ
て
、
藤
浪
ウ
イ
ル
ス
の
発
見
と
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
留
学
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
盛
行
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
藤

し
か
し

(12) 12



藤
浪
が
医
学
史
研
究
に
多
大
の
関
心
を
持
つ
に
至
っ
た
誘
因
は
、
父
祖
以
来
の
家
庭
環
境
と
本
人
の
天
性
に
よ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

（
訓
）
（
晩
）

ま
た
青
年
期
か
ら
の
土
肥
慶
蔵
、
呉
秀
三
、
富
士
川
瀞
ま
た
京
都
で
の
佐
伯
理
一
郎
、
半
井
朴
の
諸
氏
と
の
交
流
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
・

そ
の
交
流
の
詳
細
に
つ
い
て
は
多
く
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
令
弟
藤
浪
剛
一
も
加
え
て
、
こ
の
先
覚
の

方
々
に
よ
っ
て
今
日
の
日
本
医
史
学
会
が
あ
る
と
い
う
も
過
言
で
は
な
い
。

（
肥
）

山
極
勝
三
郎
東
京
大
学
病
理
学
教
授
、
藤
浪
の
恩
師
で
あ
る
。
明
治
二
五
年
か
ら
三
年
間
ド
イ
ツ
に
留
学
し
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
に
師
事
し

た
。
前
述
し
た
如
く
、
大
正
四
年
、
兎
の
耳
翼
に
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
塗
布
す
る
こ
と
に
よ
り
上
皮
癌
を
発
生
さ
せ
た
。
明
治
四
三
年
四
月
第

三
回
日
本
医
学
会
（
大
阪
）
の
直
後
、
山
極
教
授
は
京
都
で
病
に
倒
れ
五
ヶ
月
間
、
京
大
病
院
に
入
院
し
た
。
こ
の
間
藤
浪
は
一
日
も
欠
か
さ

ず
病
室
を
見
舞
っ
た
。
ま
た
昭
和
五
年
三
月
七
日
山
極
教
授
の
告
別
式
に
於
て
は
藤
浪
は
門
下
生
代
表
と
し
て
弔
辞
を
の
べ
た
。

（
岨
）

足
立
文
太
郎
京
都
大
学
解
剖
学
教
授
、
日
本
人
軟
部
解
剖
学
、
脈
管
解
剖
学
の
権
威
、
藤
浪
と
は
年
齢
も
近
く
教
室
も
住
居
も
接
近
し

前
述
の
地
理
病
理
学
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
医
史
学
と
ほ
ぼ
同
義
語
と
解
釈
す
る
。
藤
浪
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
各
大
学
の
医
学

史
研
究
所
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
有
様
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
、
日
本
医
学
の
進
歩
を
は
か
る
た
め
に
は
そ
の
歴
史
の
研
究
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
数
々
の
医
史
学
的
啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。
例
え
ば
明
治
四
○
年
五
月
、
京
都
医
学
会
総
会
の
際
、
京
都
大
学
病
理
学

（
縄
）

教
室
を
会
場
と
し
て
、
古
今
東
西
の
医
学
資
料
千
数
百
点
を
陳
列
展
示
し
た
。
ま
た
荒
木
寅
三
郎
総
長
と
相
談
の
う
え
、
富
士
川
満
博
士
を

京
都
大
学
に
招
い
て
、
毎
週
医
学
史
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
藤
浪
自
身
も
医
学
史
に
関
す
る
論
説
を
発
表
し
て
い
る
。
い
ま
京
都
大
学
附
属

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
富
士
川
文
庫
は
、
藤
浪
と
の
交
遊
の
結
果
、
富
士
川
瀞
が
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
九
年
四
月
、
日
本
医

史
学
会
総
会
で
藤
浪
は
特
別
講
演
「
地
理
病
理
学
」
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
病
の
た
め
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
事
は
残
念
で
あ
る
。

㈲
歴
史
病
理
学
研
究

交
遊
・
門
弟
・
家
族
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て
お
り
肝
胆
相
照
ら
す
仲
で
あ
っ
た
。
『
藤
浪
先
生
追
悼
録
」
の
中
で
、
藤
浪
の
性
格
の
特
徴
を
、
過
ぎ
た
る
も
の
五
つ
と
し
て
次
の
如
く
の

べ
て
い
る
。
人
を
よ
く
見
す
ぎ
る
。
責
任
感
が
強
す
ぎ
る
。
時
間
を
惜
し
み
す
ぎ
る
。
謹
直
す
ぎ
る
。
夫
婦
仲
が
よ
す
ぎ
る
。

（
弱
）

長
与
又
郎
東
京
大
学
総
長
、
病
理
学
教
授
、
癌
研
究
会
々
頭
。
藤
浪
の
告
別
式
に
於
て
、
弔
辞
を
の
べ
た
が
、
そ
の
中
で
藤
浪
の
性
格

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。
「
人
と
な
り
温
良
恭
倹
、
親
し
み
易
く
義
に
あ
っ
し
、
そ
の
研
究
に
当
っ
て
は
用
意
周
到
、
観
察
精
密
、
容

易
に
主
観
的
判
断
を
下
さ
ず
孜
々
と
し
て
た
武
客
観
的
に
真
理
の
探
求
に
努
め
た
。
そ
の
所
説
常
に
正
鵠
を
得
た
る
は
皇
に
故
あ
り
」
と
。

（
妬
）

清
野
謙
次
病
理
学
教
室
を
継
い
だ
の
は
清
野
謙
次
教
授
で
あ
る
。
清
野
は
大
阪
府
立
医
学
校
長
清
野
勇
の
長
男
で
明
治
四
二
年
京
都
大

学
卒
業
、
若
く
し
て
生
体
染
色
の
研
究
で
世
界
の
病
理
学
者
の
列
に
入
り
、
大
正
二
年
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
。
昭
和
三
年
病
理
学
教
室

主
任
教
授
と
な
っ
た
。
藤
浪
の
療
病
生
活
、
告
別
式
、
追
悼
録
編
纂
等
す
べ
て
に
精
魂
を
傾
け
て
統
轄
し
た
。
し
か
し
清
野
の
関
心
は
人
類

学
研
究
に
向
い
、
腫
瘍
研
究
を
継
承
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
昭
和
一
三
年
京
大
教
授
を
中
途
退
官
し
た
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。

大
正
末
期
の
最
盛
期
に
は
京
大
病
理
学
教
室
員
は
常
時
五
十
名
を
越
え
た
。
藤
浪
が
病
没
し
た
昭
和
九
年
で
は
、
全
国
の
医
科
大
学
、
医

学
専
門
学
校
の
病
理
学
教
授
の
半
数
近
く
が
藤
浪
門
下
で
あ
っ
た
。

教
室
炎
上
、
こ
の
よ
う
に
観
て
く
る
と
藤
浪
の
生
涯
に
は
何
ひ
と
つ
と
し
て
、
不
運
と
か
挫
折
は
な
く
、
順
風
満
帆
の
人
生
を
歩
ん
で
来

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
一
大
惨
事
が
襲
っ
た
。
大
正
一
四
年
五
月
一
日
の
深
夜
、
教
室
の
用
務
員
二
人
の
放
火
に
よ
り
教
室
の

建
物
が
灰
儘
に
帰
し
、
書
籍
、
記
録
、
実
験
材
料
等
も
殆
ど
す
べ
て
焼
失
し
た
。
莊
然
と
佇
む
藤
浪
の
心
中
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
。

用
務
員
二
人
は
た
だ
藤
浪
の
前
で
地
面
に
頭
を
す
り
つ
け
て
謝
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
真
の
原
因
に
つ
い
て
は
誰
に
も
わ
か
ら

な
い
。
清
野
教
授
も
語
っ
て
い
な
い
。
こ
の
事
件
は
藤
浪
の
腫
瘍
研
究
の
上
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
と
思
う
。

夫
人
楳
様
は
京
都
大
学
外
科
学
初
代
教
授
猪
子
止
才
之
助
の
息
女
で
あ
り
、
才
媛
の
誉
た
か
く
明
治
三
四
年
に
結
婚
し
た
。
学
者
の
妻
と

（
師
）

し
て
内
助
の
功
を
つ
く
し
た
。
猪
子
家
は
但
馬
豊
岡
藩
の
家
老
を
つ
と
め
た
。
夫
人
の
令
妹
婦
美
様
は
京
都
大
学
精
神
科
教
授
今
村
新
吉
に

嫁
い
だ
。
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藤
浪
は
退
官
後
も
教
室
に
通
い
腫
瘍
研
究
を
続
行
し
て
い
た
。
ま
た
大
阪
女
子
医
学
専
門
学
校
で
講
義
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、

昭
和
九
年
二
月
、
熊
本
市
で
発
病
し
た
。
か
ね
て
よ
り
あ
っ
た
萎
縮
腎
が
増
悪
し
て
た
び
た
び
発
作
を
く
り
か
え
し
た
。
京
大
内
科
教
室
、

病
理
学
教
室
の
総
力
を
あ
げ
て
の
治
療
努
力
も
空
し
く
、
遂
に
同
年
三
月
一
八
日
未
明
、
市
内
神
楽
丘
の
自
邸
で
昇
天
し
た
。
同
日
午
後
、

門
弟
の
う
ち
教
授
職
に
あ
る
人
々
に
よ
り
病
理
解
剖
が
行
わ
れ
た
。
つ
い
で
二
月
二
○
日
、
藤
浪
の
遺
言
に
よ
り
、
い
か
な
る
宗
教
的
儀

式
に
も
拠
ら
な
い
無
宗
教
葬
が
病
理
学
教
室
で
行
わ
れ
た
。
会
葬
者
三
○
○
○
名
、
弔
電
八
○
○
通
に
達
し
た
。
葬
儀
委
員
長
を
つ
と
め
た

（
喝
）
（
錦
）

清
野
謙
次
は
臨
終
か
ら
葬
儀
を
終
え
る
ま
で
の
事
実
と
心
理
の
推
移
を
細
か
く
書
き
残
し
て
い
る
。
遺
骨
は
銅
板
に
刻
ん
だ
墓
誌
と
共
に
、

名
古
屋
市
、
覚
王
山
日
泰
寺
の
先
螢
の
傍
に
葬
ら
れ
た
。

藤
浪
の
令
妹
て
る
様
は
京
都
大
学
薬
理
学
教
授
森
島
庫
太
に
嫁
い
だ
。
令
弟
藤
浪
剛
一
は
慶
応
義
塾
大
学
放
射
線
科
教
授
で
あ
る
と
と
も

に
医
史
学
に
造
詣
き
わ
め
て
深
く
、
第
三
代
日
本
医
史
学
会
理
事
長
を
つ
と
め
た
。

長
男
修
一
は
満
州
医
大
教
授
、
名
古
屋
市
立
医
大
外
科
学
教
授
で
あ
り
、
次
男
得
二
は
大
阪
大
学
皮
唐
科
教
授
を
つ
と
め
た
。
長
女
和
子

様
の
夫
は
京
都
大
学
病
理
学
教
授
森
茂
樹
で
あ
っ
た
。

終

墓
誌
久
保
槍
谷
撰
〈

先
生
諄
鑑
、
號
五
洋
藤
浪
氏
、

名
古
屋
人
、
考
諄
萬
得
、
批
小

出
氏
、
先
生
以
明
治
三
年
十

一
月
二
十
九
日
生
、
性
慧
敏
、

鍋
）誌

久
保
槍
谷
撰
（
句
点
は
筆
者
が
附
す
）

焉
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京
都
帝
国
大
学
教
授
、
授
医

学
博
士
、
先
生
於
病
理
学
、
実

用
三
折
肱
之
力
、
嘗
赴
満
州
、

窮
彼
斯
得
病
、
参
奉
天
疫
病

研
窮
会
、
抵
南
米
探
討
寄
生

虫
病
、
又
嘗
掲
明
肝
臓
硬
化

與
鶏
粘
液
肉
腫
之
理
、
啓
発

住
血
吸
虫
病
源
、
且
創
開
実

験
腫
瘍
学
、
叙
正
三
位
勲
二

等
、
列
学
士
院
会
員
、
昭
和
五

年
辞
職
、
授
名
譽
教
授
、
九
年

十
一
月
十
八
日
莞
、
壽
六
十

有
五
、
葬
於
名
古
屋
先
螢
之

次
、
要
猪
子
氏
、
生
二
男
二
女
、

男
長
修
一
承
後
、
次
得
二
二

善
與
人
交
、
夙
求
知
天
下
、
学

於
東
京
帝
国
大
学
、
専
攻
書

学
、
明
治
二
十
八
年
畢
業
、
留

学
同
四
年
、
三
十
三
年
任
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藤
浪
は
幼
少
時
代
よ
り
漢
学
に
親
し
み
、
青
年
時
代
に
は
キ
リ
ス
ト
教
に
接
し
、
さ
ら
に
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
文
明
に
ふ
れ
て
西
洋
医
学
の
深
奥

を
究
め
た
。
他
面
仏
教
に
も
深
い
理
解
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
書
斎
で
は
洋
書
の
隣
に
東
洋
古
典
が
並
べ
て
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
追

悼
録
に
収
め
ら
れ
た
二
九
編
の
知
人
、
門
弟
の
懐
想
文
に
よ
り
明
か
で
あ
る
。
女
婿
の
森
茂
樹
や
富
士
川
瀞
ら
は
、
藤
浪
の
思
索
の
根
底

に
は
東
洋
的
思
想
が
あ
っ
た
と
の
べ
て
い
る
。

思
う
に
藤
浪
は
生
涯
に
わ
た
り
儒
教
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
に
親
し
ん
だ
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
自
己
の
人
格
形
成
の
糧
と
し
た
も
の

藤
浪
逝
去
一
周
忌
を
ト
し
て
清
野
謙
次
は
『
藤
浪
先
生
追
悼
録
」
、
『
藤
浪
先
生
遺
影
集
』
を
編
し
て
関
係
者
に
配
布
し
た
。
さ
ら
に
五
○

年
間
、
藤
浪
と
行
を
共
に
し
、
病
床
に
あ
っ
て
は
主
治
医
を
つ
と
め
た
半
井
朴
は
絵
日
記

；
像
、
１
／

華
》

追
女
皆
嫁
、
銘
日
、

学
業
貴
敏
畳

先
生
敏
行
一

|卓

敏
則
有
功

宜
業
之
隆

圃
一
一
園
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前
述
し
た
如
く
、
勺
．
”
○
易
は
一
九
二
年
に
無
細
胞
性
濾
過
液
を
用
い
て
、
ニ
ワ
ト
リ
肉
腫
の
移
植
成
功
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
も
精
力

（
蛇
）

的
に
自
説
の
主
張
と
研
究
を
つ
づ
け
た
。
そ
の
た
め
世
界
各
地
の
研
究
者
に
ラ
ウ
ス
肉
腫
を
実
験
材
料
と
し
て
提
供
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

（
媚
）

ず
ほ
ぼ
半
世
紀
の
間
、
学
界
の
認
め
る
所
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
有
様
は
恰
も
荒
野
の
雄
叫
び
に
も
例
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
何
故
で
あ

ろ
う
か
。
私
は
書
物
や
第
一
線
の
ウ
イ
ル
ス
学
者
の
意
見
を
聴
し
て
、
そ
の
一
端
を
探
っ
た
。

①
ド
イ
ツ
の
学
界
を
中
心
と
し
た
病
理
学
者
の
大
勢
が
ウ
イ
ル
ス
説
を
無
視
し
た
。

②
病
理
学
者
の
間
で
は
ニ
ワ
ト
リ
肉
腫
は
炎
症
に
よ
る
肉
芽
組
織
で
あ
っ
て
、
真
正
腫
瘍
と
は
云
え
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

藤
浪
鑑
自
身
に
よ
る
ニ
ワ
ト
リ
肉
腫
の
実
験
的
研
究
は
、
以
上
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
藤
浪
没
後
こ
の
研
究
は
藤
浪
門
下
の
愛
知
医
大
林

（
伽
）
（
虹
）

直
助
教
授
の
流
れ
を
汲
む
人
々
に
よ
り
僅
か
に
継
続
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
昭
和
二
六
年
頃
を
も
っ
て
終
っ
た
。

し
か
し
現
今
の
ウ
イ
ル
ス
学
書
を
旙
け
ば
、
藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
・
遺
伝
子
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
藤
浪
没
後
五
○
年
の
間
に
、

い
か
な
る
探
求
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
あ
っ
て
、
決
し
て
こ
れ
を
他
の
人
に
強
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
藤
浪
の
人
生
観
は
学
問
研
究
の
上
に
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
家
鶏
肉
腫
の
移
植
実
験
を
行
っ
て
い
る
際
に
も
藤
浪
は

一
言
も
発
し
な
い
で
只
黙
々
と
実
験
を
す
す
め
た
。
教
室
員
が
種
々
議
論
す
る
の
を
黙
っ
て
聞
く
の
が
常
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
慎
重
な

思
考
方
法
は
癌
腫
原
因
と
し
て
の
濾
過
性
微
小
体
説
に
も
断
定
的
な
意
見
は
の
べ
な
い
で
、
腫
瘍
起
源
と
い
う
漠
然
と
し
た
概
念
を
用
い
て

説
明
し
た
。
し
か
し
藤
浪
の
予
見
の
如
く
、
没
後
半
世
紀
を
経
て
藤
浪
ウ
イ
ル
ス
、
遺
伝
子
が
解
明
さ
れ
て
、
癌
研
究
史
上
に
大
き
な
貢
献

を
し
て
い
る
。
宿
題
報
告
で
述
懐
し
た
念
願
は
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。

ラ
ウ
ス
肉
腫
ウ
イ
ル
ス

附

藤
浪
ウ
イ
ル
ス
・
遺
伝
子
の
探
求
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⑤
癌
組
織
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
を
認
め
る
よ
う
な
段
階
に
な
っ
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
な
っ
て
癌
が
発
生
し
た
と
は
考
え
な
い
で
、
た

ま
た
ま
癌
組
織
に
ウ
イ
ル
ス
が
集
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。

し
か
し
こ
の
間
に
あ
っ
て
も
各
種
哺
乳
類
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
癌
発
生
が
相
つ
い
で
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
五
○
年
前
後
か
ら
電
子
顕

微
鏡
の
性
能
向
上
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
の
確
認
が
可
能
と
な
り
、
一
九
五
五
年
に
は
組
織
培
養
の
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ル
ス
の
培
養
が

（
“
）

可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
決
定
的
な
こ
と
は
一
九
五
八
年
、
弓
①
目
冒
と
記
号
一
己
に
よ
り
、
健
康
組
織
に
ラ
ウ
ス
肉
腫
ゥ
イ
ル
ス
を
働
か
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
短
時
間
内
に
細
胞
が
癌
化
す
る
有
様
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
ィ
シ
ョ
ン
）
。

か
く
し
て
ニ
ワ
ト
リ
癌
発
生
の
原
因
と
し
て
、
ラ
ウ
ス
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
は
学
界
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
嗣
詞
○
尻
は
一
九
六
六
年
ノ
ー

ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
に
輝
い
た
。
こ
の
時
困
○
口
の
は
八
七
歳
で
あ
り
、
無
細
胞
濾
過
液
に
よ
る
移
植
成
功
を
報
告
し
て
よ
り
五
五
年
の
年
月
を

経
て
い
た
。

ニ
ワ
ト
リ
癌
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
進
歩

一
九
六
○
年
代
以
降
、
ラ
ウ
ス
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
を
実
験
材
料
と
し
た
癌
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
領
域

（
妬
）
（
妬
）
（
灯
）
（
帽
）

に
お
け
る
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
貢
献
は
大
き
い
。
花
房
秀
三
郎
博
士
（
現
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
教
授
）
は
一
九
六
三
年
、
因
い
ご
．
昂
○
巨
め

の
閂
８
白
煙
言
目
、
）
に
欠
損
株
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
活
動
す
る
た
め
に
は
ヘ
ル
パ
ー
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
が
必
要
な
こ
と
を
確
認
し
た
。
一

九
七
○
年
に
は
逆
転
写
酵
素
が
発
見
さ
れ
、
一
九
七
五
年
国
の
言
ロ
は
罰
の
，
く
・
か
ら
癌
遺
伝
子
閏
。
を
分
離
し
た
。
つ
い
で
遺
伝
子
の
配
列

が
解
明
さ
れ
た
。
一
九
七
七
年
花
房
教
授
は
正
常
細
胞
の
中
に
の
月
が
存
在
す
る
こ
と
を
実
験
的
に
証
明
し
た
。
そ
れ
ま
で
”
わ
．
ぐ
・
は
ニ
ワ

ト
リ
の
癌
や
肉
腫
の
み
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ヒ
ト
と
は
直
接
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
て
き
た
。

③
癌
は
細
胞
自
体
の
変
化
で
あ
っ
て
病
原
体
に
よ
る
伝
染
性
疾
患
で
は
な
い
。

④
人
工
培
養
も
で
き
な
い
し
ま
た
実
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
コ
ッ
ホ
の
原
則
に
て
ら
し
て
も
ウ
ィ
ル
ス
が
癌
の
病
原
と
は
認
め
ら
れ

な
い

0
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一
九
七
○
年
代
、
米
国
の
ウ
イ
ル
ス
学
者
の
間
で
は
藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
は
、
ラ
ウ
ス
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

（
⑬
）
（
別
）

た
。
一
九
八
○
年
、
花
房
照
子
博
士
（
秀
三
郎
夫
人
、
ウ
ィ
ル
ス
学
者
）
は
、
テ
ミ
ン
博
士
か
ら
分
与
さ
れ
た
藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
に
疑
問
を
懐

き
、
改
め
て
藤
浪
肉
腫
原
株
を
日
本
の
各
地
に
求
め
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
日
本
で
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
幸
運
に
も
豊
島
久

（
別
）

真
男
博
士
（
当
時
、
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
々
長
）
を
通
じ
て
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
癌
研
究
所
の
ス
ミ
ダ
博
士
が
藤
浪
肉

腫
の
原
株
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
こ
よ
り
分
与
を
う
け
て
研
究
し
た
結
果
、
藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
を
単
離
し
て
、
そ
の
遺
伝
子

甘
の
を
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
遺
伝
子
の
配
列
は
め
月
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
・
豊
島
博
士
も
発
生
の
地
に
送

り
返
す
こ
と
を
光
栄
に
思
う
と
い
う
ス
ミ
ダ
博
士
の
手
紙
と
共
に
、
チ
ェ
コ
か
ら
藤
浪
肉
腫
を
送
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
移
植
に
失
敗
し
た
の

で
改
め
て
花
房
博
士
か
ら
分
与
を
う
け
た
。
こ
の
株
は
い
ま
東
大
医
科
研
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
藤
浪
肉
腫
が
ど
う
し
て
チ
ェ
コ
の
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
研
究
所
と
い
う
、
い
わ
ば
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
一
地
方
の
研
究

所
に
継
代
保
存
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
述
し
た
如
く
藤
浪
は
、
一
九
一
四
年
に
帰
嚴
の
言
爵
誌
上
に
発
表
し
た
独
文
論
文
⑭
と
一
九
三
○
年
の
宿
題
報
告
肋
の
中
で
、
二
回
に

わ
た
り
ニ
ワ
ト
リ
肉
腫
標
本
を
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
送
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

そ
の
一
回
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ィ
ブ
ル
グ
の
ア
シ
ョ
フ
教
授
か
ら
の
依
嘱
に
よ
り
、
新
鮮
標
本
を
無
菌
状
態
の
下
に
遠
く
同
教
授
に
送
っ

た
。
す
な
わ
ち
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
月
、
京
都
を
出
た
郵
便
物
は
約
一
ヶ
月
後
に
彼
地
で
、
思
目
日
四
巨
氏
の
手
で
家
鶏
に
移
植
せ
ら

し
か
る
に
ヒ
ト
を
含
む
多
く
の
生
物
に
の
月
を
は
じ
め
と
す
る
癌
遺
伝
子
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
癌
遺
伝
子
は
通
常
の
生
命
現
象
に
基
本

的
役
割
を
果
し
て
い
る
遺
伝
子
で
あ
り
、
そ
れ
が
異
常
に
な
る
と
癌
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ウ
イ
ル
ス
と
は
無

関
係
で
も
発
癌
の
原
因
と
な
り
得
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ラ
ウ
ス
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
と
藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
に
端
を
発
し

た
癌
ウ
ィ
ル
ス
研
究
は
、
癌
遺
伝
子
の
発
見
と
い
う
発
癌
機
構
研
究
の
革
命
的
飛
躍
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
・
遺
伝
子
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こ
の
よ
う
に
し
て
藤
浪
鑑
が
提
唱
し
た
「
腫
瘍
起
源
」
《
啓
①
弓
匡
昌
日
○
門
侭
旨
曹
》
な
る
概
念
は
、
そ
の
信
念
の
通
り
に
没
後
半
世
紀
を
経
て
、

確
実
な
る
方
法
を
も
っ
て
確
実
に
立
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

れ
た
。
こ
れ
は
日
本
系
腫
瘍
の
特
色
を
示
し
立
派
に
陽
性
で
あ
り
成
功
し
た
と
。

い
ま
一
回
は
牌
宣
盟
教
授
に
依
頼
し
て
、
一
九
一
三
年
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
送
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

（
砲
）

こ
れ
と
は
別
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
言
国
匂
の
博
士
は
一
九
三
○
年
に
発
表
し
た
論
文
の
中
で
、
藤
浪
教
授
か
ら
乾
燥
し
た
標
本
印
の
四
ョ
且
①

○
国
国
＆
号
旦
〈
目
冒
○
日
の
贈
与
を
受
け
、
こ
の
移
植
に
成
功
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
下
の
ド
イ
ツ
の
事
情
を
考
え
る
と
、

ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
藤
浪
肉
腫
は
根
絶
し
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
渡
っ
た
藤
浪
肉
腫
は
戦
時
下
で
も
継
代
移
植
さ
れ
て
、
戦
後
に
チ
ェ
コ
の
研
究

所
に
植
え
継
が
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

花
房
照
子
は
そ
の
著
書
『
細
胞
が
が
ん
に
な
る
と
き
」
の
文
中
で
、
こ
の
様
な
事
実
か
ら
考
え
て
日
本
の
科
学
研
究
の
底
の
浅
さ
に
対
す

る
警
言
を
述
べ
て
い
る
。
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

い
ま
吾
が
国
で
は
ニ
ワ
ト
リ
を
実
験
動
物
に
使
う
癌
ウ
イ
ル
ス
研
究
者
は
殆
ど
い
な
い
。
し
か
し
ニ
ワ
ト
リ
に
は
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
に
は

な
い
研
究
上
の
特
性
が
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
ま
た
藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
・
遺
伝
子
骨
の
は
癌
研
究
上
、
将
来
と
も
に
有
力
な
情
報
を
提
供
す
る

で
あ
ろ
う
。

京
都
大
学
総
長
井
村
裕
夫
先
生

滋
賀
県
成
人
病
セ
ン
タ
ー
総
長
、

同
大
学
病
理
学
教
室
教
授
日
合

同
大
学
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
教
授

同
大
学
放
射
線
遺
伝
学
教
室
教
授

槁
を
終
る
に
当
り
、
種
々
御
指
導
と
助
言
を
賜
り
ま
し
た
左
記
の
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

京
都
大
学
病
理
学
教
室
前
教
授
杉
山
武
敏
先
生

弘
先
生

伊
藤
嘉
明
先
生

武
部
啓
先
生
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な
お
、
武
部
啓
先
生
に
は
論
文
の
ご
校
閲
を
賜
り
ま
し
た
。
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
論
文
の
要
旨
は
、
平
成
七
年
十
月
三
日
、
第
五
四
回
日
本
癌
学
会
総
会
（
国
立
京
都
国
際
会
館
）
並
に
平
成
七
年
一
二
月
一
七
日
、
日
本
医
史
学

会
例
会
（
順
天
堂
大
学
）
に
於
て
発
表
し
た
。

（
２
）
岡
田
靖
雄
「
兄
、

平
成
五
年
二
月

文
献

（
１
）
富
士
川
英
郎
著
「
富
士
川
瀞
』
一
二
八
’
一
三
○
頁
、
一
九
二
頁
、
二
七
八
頁
、
二
九
九
’
三
○
一
頁
、
小
沢
書
院
、
東
京
、
平
成
二
年
一

（
７
）
市
川
康
夫
著
「
天
野
重
安
先
生

本
癌
学
会
、
平
成
七
年
一
○
月

（
５
）
豊
島
久
真
男
「
藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
と
ト
リ
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス
の
が
ん
遺
伝
子
研
究
に
お
け
る
役
割
」
第
別
回
日
本
癌
学
会
総
会
教
育
講
演
要

旨
、
『
日
本
癌
学
会
総
会
記
事
』
四
七
頁
、
日
本
癌
学
会
、
平
成
七
年
一
○
月

（
６
）
杉
立
義
一
「
藤
浪
鑑
先
生
の
医
史
学
的
検
証
」
第
別
回
日
本
癌
学
会
総
会
教
育
講
演
要
旨
、
「
日
本
癌
学
会
総
会
記
事
」
四
七
頁
、
日
本
癌
学

（
３
）
杉
立
義
一
「
京
都
に
お
け
る
医
学
史
研
究
史
」
〔
Ｉ
〕
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
八
巻
一
号
二
六
’
三
四
頁
、
平
成
三
年
一
○
月

（
４
）
第
別
回
日
本
癌
学
総
会
、
会
長
井
村
裕
夫
、
一
九
九
五
年
一
○
月
三
・
四
・
五
日
、
於
京
都
国
際
会
館
「
日
本
癌
学
会
総
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（
８
）
畑
中
正
一
「
ウ
イ
ル
ス
学
の
歴
史
と
現
状
」
京
都
府
医
師
会
主
催
医
学
史
講
演
会
、
平
成
八
年
三
月
七
日

（
９
）
大
熊
一
夫
著
『
癌
は
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
」
一
四
二
’
一
六
八
頁
、
朝
日
新
聞
社
、
東
京
、
一
九
八
四
年
四
月

（
皿
）
黒
木
登
志
夫
、
武
部
啓
、
豊
島
久
真
男
、
菅
野
晴
夫
編
「
目
で
み
る
が
ん
研
究
」
一
’
五
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
一
九
八
九
年
一

杉
立
義
一
「
藤
浪
鑑
先

会
、
平
成
七
年
一
○
月

○
月

月 1

■

ii
●

iii

頁「
天
野
重
安
先
生
と
癌
ウ
イ
ル
ス
研
究
」
第
別
回
日
本
癌
学
会
総
会
教
育
講
演
要
旨
、
「
日
本
癌
学
会
総
会
記
事
」
四
七
頁
、
日

藤
浪
鑑
先
生
の
こ
と
」
「
藤
浪
剛
一
先
生
別
年
祭
記
念
誌
」
一
三
’
一
九
頁
、
慶
応
義
塾
大
学
放
射
線
科
学
教
室
葆
光
会
、
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（
鋤
）
緒
方
知
三
郎
、
石
橋
松
蔵
「
家
鶏
肉
腫
及
上
他
ノ
動
物
腫
瘍
ノ
所
謂
炉
過
性
病
原
体
二
就
テ
」
言
些
第
九
年
第
三
冊
、
一
七
七
’
一
九
五
頁
、

（
”
）
『
癌
研
究
会
七
十
五
年
史
』
一
九
’
二
三
頁
、
癌
研
究
会
、
東
京
、
一
九
八
九
年

（
詔
）
山
極
勝
三
郎
、
市
川
厚
一
「
癌
腫
ノ
人
工
的
発
生
二
就
テ
」
（
附
図
第
一
’
二
表
）
「
癌
」
第
十
年
第
四
冊
、
二
四
九
’
二
八
九
頁
、
大
正
五
年

へへへへ

26252423
………

市
川
康
夫
著
面
な
み
遠
に
ｌ
僕
に
と
っ
て
研
究
と
は
」
三
七
・
三
八
頁
、
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
九
九
一
年
六
月

『
佐
織
村
誌
」
八
五
・
八
六
頁
、
佐
織
村
教
育
会
、
愛
知
県

京
都
府
医
師
会
医
学
史
編
纂
室
編
『
京
都
の
医
学
史
」
九
四
一
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
昭
和
五
五
年
三
月

平
野
満
「
写
本
の
識
語
に
よ
る
華
岡
流
医
学
の
普
及
の
研
究
」
「
明
治
大
学
人
文
学
研
究
所
紀
要
」
第
拓
冊
一
三
’
一
八
頁
、
一
九
九
四
年

清
野
謙
次
編
『
藤
浪
先
生
追
悼
録
」
五
頁
・
一
三
八
頁
、
人
文
書
院
、
京
都
、
昭
和
一
○
年
二
月

桜
根
太
郎
「
故
土
肥
慶
蔵
先
生
と
故
藤
浪
鑑
先
生
」
「
皮
膚
」
第
二
巻
二
号
、
六
六
’
六
九
頁
、
昭
和
三
五
年
五
月

清
野
謙
次
編
『
藤
浪
先
生
遺
影
』
図
版
第
四
、
人
文
書
院
、
京
都
、
昭
和
二
年
五
月

『
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室
五
十
年
史
」
一
三
四
’
二
八
一
頁
、
同
上
記
念
会
、
昭
和
一
四
年
四
月

「
京
都
大
学
」
九
八
’
二
七
頁
、
京
都
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
後
援
会
、
昭
和
六
三
年
四
月

天
野
重
安
「
藤
浪
鑑
先
生
の
業
績
を
顧
み
て
」
『
中
外
医
事
新
報
」
第
一
二
一
五
号
、
一
二
’
二
○
頁
、
昭
和
一
○
年
一
月

藤
浪
鑑
「
ブ
ラ
ジ
ル
視
察
談
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
四
百
八
号
一
’
二
頁
、
昭
和
三
年
二
月

藤
浪
鑑
、
今
裕
「
備
後
国
ノ
地
方
病
所
謂
『
片
山
病
」
ノ
病
理
解
剖
一
一
就
テ
」
『
京
都
医
学
雑
誌
」
一
巻
一
号
、
五
三
’
九
三
頁
、
一
九
○
四

藤
浪
鑑

藤
浪
鑑
、

年
四
月

勺
①
）
罫
（
旨
〕

も
の
ご
貢
）
己

昌
④
酌
。
罠
や
胃
］

「
福
山
市
御
幸
町
新
茶
屋
町
内
物
語
」
二
五
’
一
二
四
頁
、
同
編
集
委
員
会
、
平
成
四
年
八
月

天
野
重
安
編
「
藤
浪
鑑
撰
集
』
全
頁
、
南
江
堂
出
版
、
京
都
、
昭
和
二
○
年
六
月

勺
①
胃
○
．
詞
○
巨
の
“
鈩
弓
国
己
の
冒
尉
め
ぎ
一
①
シ
急
胄
］
ｚ
の
（
）
亘
開
目
命
閏
の
○
日
四
旦
昏
の
ｐ
）
日
日
○
国
蜀
○
ダ
ニ
・
］
○
員
．
両
〆
口
冨
①
９
局

も
の
再
○
口
宛
○
口
呼
弓
時
四
国
の
日
尉
の
ご
己
旦
四
冨
巴
両
国
画
昌
ｚ
①
言
の
ｇ
葛
吾
ゴ
冨
冨
の
四
国
印
旦
四
○
①
罠
吊
①
甸
澤
国
蔚
．
］
○
一
旨
．
津
．
三

二

月

ｍ
や
、
。
』
ｃ
胃
つ
・

少
．
］
曽
目
四
』
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一
一
一
Ｉ
ノ

（
蛇
）
石
橋
松
蔵
「
ア
メ
リ
カ
種
家
鶏
肉
腫
（
ル
ー
ス
氏
）
ノ
本
邦
産
家
鶏
二
於
ケ
ル
移
植
成
績
竝
ビ
ニ
日
本
種
家
鶏
肉
腫
移
植
成
績
ト
ノ
比
較
」
「
癌
』

第
十
年
第
四
冊
、
三
二
二
’
三
三
三
頁
、
大
正
五
年
一
二
月

（
蝿
）
少
．
詞
雪
胃
閏
の
○
国
陣
目
印
①
呈
言
弄
冒
⑩
○
号
エ
ロ
冒
耳
Ｏ
ｑ
ｐ
ｇ
ご
ロ
８
号
①
函
尉
ｓ
ｑ
ａ
ぐ
茸
○
一
○
ぬ
ぎ
○
ｍ
目
冨
己
鴨
ロ
ヨ
ぐ
①
耐
営
ご
用
〕
昂
の
仏
己
認
．

訳
者
、
川
出
由
己
、
松
山
東
平
、
松
山
雅
子
、
「
見
え
ざ
る
病
原
体
を
追
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
学
史
序
論
」
七
九
’
八
六
頁
、
一
五
九
’
一
七
○

頁
、
吉
岡
書
店
、
京
都
、
一
九
八
七
年

（
“
）
西
○
弓
四
己
冨
．
弓
囚
昌
口
碑
シ
ｚ
ロ
函
四
門
ご
罰
匡
亘
．

ヘヘヘ
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木
村
発
『
豊
岡
誌
』

杉
立
義
一
、
杉
山
武

頁
、
平
成
七
年
五
月

清
野
謙
次
編
『
餘
香

林
直
助
「
鶏
腫
瘍
ノ

武
藤
昌
知
「
移
植
シ

一
二
Ｊ

藤
浪
鑑
「
追
悼
の
辞
」
言

長
与
又
郎
「
藤
浪
鑑
博
士

天
野
重
安
編
『
清
野
謙
次

会
、
昭
和
三
一
年
一
二
月

中
原
和
郎
「
家
鶏
肉
腫
濾
過
性
細
胞
」
『
癌
」
第
二
十
年
第
二
冊
、
一
○
八
’
二
三
頁
、
大
正
一
五
年
六
月

勺
両
国
弓
○
ｚ
罰
○
国
の
（
屍
ご
Ｉ
ら
ご
再
‐
９
国
昂
詞
○
鳥
凰
呂
①
局
ロ
ヨ
ぐ
関
里
ご
印
①
ｍ
の
．
ｚ
の
言
母
○
具
．
田
目
（
杉
山
武
敏
氏
所
蔵
）

「
天
野
重
安
遺
文
集
鏡
頭
慈
心
」
一
九
○
’
一
二
○
頁
、
京
都
大
学
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
病
理
部
、
昭
和
四
○
年
八
月

藤
浪
鑑
「
京
都
医
学
会
第
四
次
総
会
誌
ノ
後
二
記
ル
ス
」
「
京
都
医
学
雑
誌
」
第
四
巻
第
四
号
附
録
、
七
九
’
八
八
頁
、
明
治
四
○
年
五
月

藤
浪
鑑
「
追
悼
の
辞
」
宣
く
秀
三
小
伝
」
一
五
三
’
一
五
八
頁
、
精
神
医
学
神
経
学
古
典
刊
行
会
、
昭
和
四
八
年
九
月

長
与
又
郎
「
藤
浪
鑑
博
士
を
弔
す
」
「
癌
」
第
二
十
八
巻
、
五
四
四
’
五
四
六
頁
、
昭
和
九
年

天
野
重
安
編
『
清
野
謙
次
随
筆
遺
稿
」
清
野
先
生
記
念
論
文
集
第
三
輯
、
七
七
’
九
七
頁
、
京
都
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室
記
念
論
文
刊
行

大
正
四
年
一
一
月

《
編
『
餘
香
残
影
』
（
未
刊
）
昭
和
二
年

‐
鶏
腫
瘍
ノ
ー
・
三
実
験
成
績
」
『
日
本
病
理
学
会
々
誌
』
第
五
年
、
五
四
九
’
五
五
四
頁
、
大
正
四
年
一
二
月

州
「
移
植
シ
得
ベ
キ
鶏
腫
瘍
ノ
ー
新
種
（
武
藤
系
）
二
就
テ
」
「
日
本
病
理
学
会
々
誌
」
第
五
年
、
五
三
三
’
五
四
三
頁
、
大
正
四
年

『
豊
岡
誌
』
中
巻
、
三
○
・
三
一
頁
、
兵
庫
県
豊
岡
町
役
場
、
昭
和
一
七
年

、
杉
山
武
敏
二
滕
浪
鑑
先
生
病
症
記
、
葬
送
記
及
び
追
悼
文
集
に
つ
い
て
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
一
巻
二
号
二
○
四
・
二
○
五
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5150
習

つ
ｍ
や
‐
ｍ
函
、
（
』
や
印
、
）

（
妬
）
画
四
コ
色
ご
困
国

』
や
。
、
「
画
‐
⑳
函
つ
。
］

（
妬
）
「
が
ん
遺
伝
子

（
灯
）
泉
孝
英
「
海
外

（
媚
）
花
房
秀
三
郎
「

（
⑲
）
弓
．
函
留
国
昏
駕

（
砲
）

○
壷
曽
国
９
国
扇
口
吊
旦
曽
］
Ｐ
⑳
閏
く
斉
肖
罰
昌
扇
ｍ
閏
ｎ
ｏ
ョ
画
く
一
日
の
巴
己
罰
〔
旨
い
い
閏
の
ｏ
自
国
○
里
房
冒
弓
厨
豐
の
○
昌
冒
局
．
く
胃
巳
〔
祠
冒
動

「
が
ん
遺
伝
子
研
究
の
最
前
線
を
行
く
、
花
房
秀
三
郎
博
士
」
『
現
代
科
学
」
二
二
’
二
七
頁
、
一
九
八
五
年
一
月

泉
孝
英
「
海
外
の
日
本
人
研
究
者
⑤
花
房
秀
三
郎
（
癌
ウ
イ
ル
ス
学
）
」
『
最
新
医
学
」
五
○
巻
一
号
一
三
○
’
一
四
四
頁
、
一
九
九
五
年
一
月

花
房
秀
三
郎
「
六
○
’
六
○
年
代
の
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
流
れ
」
京
大
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
主
催
講
演
会
、
於
京
大
会
館
、
平
成
七
年
二
月

弓
出
四
国
呉
５
ｍ
｝
Ｆ
国
・
弓
目
い
い
冨
鈩
目
の
耐
。
ロ
ゞ
詞
．
因
尻
目
①
の
の
》
言
い
国
昌
雪
四
ａ
）
四
目
国
出
目
幽
昏
の
“
も
冨
国
ｏ
同
旨
目
ｇ
ｏ
黛
胃

弓
国
己
既
員
目
侭
の
①
ロ
の
ａ
甸
昌
ロ
四
目
留
尉
８
日
四
ぐ
弓
吊
．
卑
○
の
、
ｚ
ｇ
－
．
シ
８
具
の
９
．
己
、
シ
ぐ
（
）
］
弓
》
ｚ
○
・
口
ざ
Ｓ
‐
ざ
屋
．
昌
男
ら
ｇ

花
房
照
子
著
「
細
胞
が
が
ん
に
な
る
と
き
」
二
五
’
一
二
九
頁
、
講
談
社
、
東
京
、
一
九
七
八
年

豊
島
久
真
男
「
癌
遺
伝
子
研
究
の
隆
盛
に
思
う
こ
と
ｌ
藤
浪
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
『
生
命
の
科
学
（
新
医
科
学
大
系
）
第
五
回
月
報
」

一
’
二
頁
、
中
山
書
店
、
一
九
八
四
年
五
月

の
滞
乏
．
厚
シ
ｚ
ｏ
討
○
旨
号
の
卑
呂
侭
呂
目
９
句
昌
目
目
》
の
即
）
皇
巨
買
○
‐
蟹
『
８
冒
四
冒
口
巨
烏
⑳
．
団
昌
．
］
・
閃
苔
．
願
讐
．
ぐ
○
一
・
国
》
ｚ
ｏ
．

の
】
①
君
，
、

画
舎
や
い
‐
Ｃ
『
雪

吟
己
ユ
ー
》
」
蜜
豈

国
》
国

］
や
③
四 国

四
口
母
匡
困
弓
幽
ご
旦
詞
戸
言
ヨ
国
酔
目
ぎ
の
ロ
の
貯
旦
さ
四
房
閉
旦
困
○
巨
の
⑳
胃
ｎ
ｏ
国
国
く
目
，
尻
‐
も
３
ｏ
ｚ
異
］
．
Ｐ
の
画
旦
の
Ｑ
‐
ロ
ｍ
吟

（
京
都
市
）
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AkiraFujinamiandHisWorks:HistoricalReview

-StudyonFujinamiSarcomaVirus-gene-

bvYoshikazuSUGITATSU

AkiraFujinami(1870-1937)-professorofpathologyatKyotoUniversity(1990-1930)-accomplished

brilliantachievements,andinparticularmadehisbesteffortsfortheeradicationofKatayamaDisease

andtheexperimentaltransplantationofthefowlsarcoma.

Fujinamisicceededillthetransplantationofthefowlsarcomabymeansofthefiltratedmicrobes

(1912)aroundthesametimeasPeytonRous.Hisworkwasnotacademicallyrecognized,however,due

tothefactthatthestudyofviruswasnotyetunderdevelopmentthen.Fromthel960sthemechanism

ofcarnicogenesisbyvirusgraduallycametobetoelucidated,andinl980TerukoHanabusafoundthe

geneofFujinamisarcomavirusanddetermineditsgeneticarrangementfromthesamplewhichFujinami

hadsenttoEurope50yearsago.Thushisdreamhascometrueatlast.

（
Ｃ
函
）


